
弁天桜 

雪を頂いた大日連峯を背景にした弁天桜のその美しさはまさに絶景である。この弁天桜

の起源をたどると以下のような経緯を経て現在のような景観となった。 

大正 12 年（1923）～13 年、関源右衛門町長は町会の承認を得て吉野桜三百本を購入。二

百本を九頭龍川堤防上に、百本を長山公園に植えたのが始まりである。しかし雪害と肥料不

足で５～６本のみ助かり残りは枯死してしまった。その後昭和２年（1927）に下後区の世話

役をしていた市橋定吉氏が、私財で吉野桜五百本を堤上に植樹。同５年に更に堤上の下に二

百本、長山公園に百本植樹した。 

市橋氏と下後区青年会の施肥と手厚い保護で樹はすくすくと育ち、昭和８年以後は同青

年会の大々的な宣伝効果もあり県下でも知られるようになった。同９年の新聞によると４

月 26 日満開となり連日 7 千～８千の花見客が訪れた。 

戦後昭和 24 年、桜の樹齢も 26 年で見頃となり、４月 10 日～16 日迄「はなまつり」が

開かれた。花火の打ち上げ、長柄おどり、歌合戦など各種の催しが長山公園も含めて開催さ

れた。昭和 42 年の記事には、お国自慢もあり名花として弁天桜を県下一とし、次いで城を

春景とした丸岡城の桜をあげている。 


